
2026年 1月 18日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒368番（旧 282番）（SK姉） 

『全き平和安き心』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 4章 9~10節（MM姉） 

『すると、サマリアの女は、「ユダヤ人のあなたがサマリアの女のわたしに、どうして水を飲ませてほしいと

頼むのですか」と言った。ユダヤ人はサマリア人とは交際しないからである。イエスは答えて言われた。「も

しあなたが、神の賜物を知っており、また、『水を飲ませてください』と言ったのがだれであるか知っていた

ならば、あなたの方からその人に頼み、その人はあなたに生きた水を与えたことであろう。」』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒40番（旧 50番） 

『主イエスはわがため』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 11章 25~26節（KT姉） 

『イエスは言われた。「わたしは復活であり、命である。わたしを信じる者は、死んでも生きる。生きていて

わたしを信じる者はだれも、決して死ぬことはない。このことを信じるか。」』 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙２章 3~６節 

『わたしたちも皆、こういう者たちの中にいて、以前は肉の欲望の赴くままに生活し、肉や心の欲するままに

行動していたのであり、ほかの人々と同じように、生まれながら神の怒りを受けるべき者でした。しかし、憐

れみ豊かな神は、わたしたちをこの上なく愛してくださり、その愛によって、罪のために死んでいたわたした

ちをキリストと共に生かし、――あなたがたの救われたのは恵みによるのです――キリスト・イエスによって

共に復活させ、共に天の王座に着かせてくださいました。』 

 

（祈り） 

 



聖書⇒マタイによる福音書 26章 36~46節（NH兄） 

『それから、イエスは弟子たちと一緒にゲツセマネという所に来て、「わたしが向こうへ行って祈っている間、

ここに座っていなさい」と言われた。ペトロおよびゼベダイの子二人を伴われたが、そのとき、悲しみもだえ

始められた。そして、彼らに言われた。「わたしは死ぬばかりに悲しい。ここを離れず、わたしと共に目を覚

ましていなさい。」少し進んで行って、うつ伏せになり、祈って言われた。「父よ、できることなら、この杯を

わたしから過ぎ去らせてください。しかし、わたしの願いどおりではなく、御心のままに。」それから、弟子

たちのところへ戻って御覧になると、彼らは眠っていたので、ペトロに言われた。「あなたがたはこのように、

わずか一時もわたしと共に目を覚ましていられなかったのか。誘惑に陥らぬよう、目を覚まして祈っていなさ

い。心は燃えても、肉体は弱い。」更に、二度目に向こうへ行って祈られた。「父よ、わたしが飲まないかぎり

この杯が過ぎ去らないのでしたら、あなたの御心が行われますように。」再び戻って御覧になると、弟子たち

は眠っていた。ひどく眠かったのである。そこで、彼らを離れ、また向こうへ行って、三度目も同じ言葉で祈

られた。それから、弟子たちのところに戻って来て言われた。「あなたがたはまだ眠っている。休んでいる。

時が近づいた。人の子は罪人たちの手に引き渡される。立て、行こう。見よ、わたしを裏切る者が来た。」』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 27章 45~46節 

『さて、昼の十二時に、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。「エ

リ、エリ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」という

意味である。』 

 

礼拝讃美歌⇒108番（旧 148番） 

『荒野をさまよう』 

 

（祈り） 

 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒ルカによる福音書 23章 44~46節（KH兄） 

『既に昼の十二時ごろであった。全地は暗くなり、それが三時まで続いた。太陽は光を失っていた。神殿の垂

れ幕が真ん中から裂けた。イエスは大声で叫ばれた。「父よ、わたしの霊を御手にゆだねます。」こう言って息

を引き取られた。』 

 

聖書⇒ヘブライ人への手紙 10章 19~20節 

『それで、兄弟たち、わたしたちは、イエスの血によって聖所に入れると確信しています。イエスは、垂れ幕、

つまり、御自分の肉を通って、新しい生きた道をわたしたちのために開いてくださったのです。』 

 



（式） 

 

礼拝讃美歌⇒156番（旧 169番） 

『幕は裂けたれば』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙二 3章 1~6，12~18節（HK兄） 

『わたしたちは、またもや自分を推薦し始めているのでしょうか。それとも、ある人々のように、あなたがた

への推薦状、あるいはあなたがたからの推薦状が、わたしたちに必要なのでしょうか。わたしたちの推薦状は、

あなたがた自身です。それは、わたしたちの心に書かれており、すべての人々から知られ、読まれています。

あなたがたは、キリストがわたしたちを用いてお書きになった手紙として公にされています。墨ではなく生け

る神の霊によって、石の板ではなく人の心の板に、書きつけられた手紙です。わたしたちは、キリストによっ

てこのような確信を神の前で抱いています。もちろん、独りで何かできるなどと思う資格が、自分にあるとい

うことではありません。わたしたちの資格は神から与えられたものです。神はわたしたちに、新しい契約に仕

える資格、文字ではなく霊に仕える資格を与えてくださいました。文字は殺しますが、霊は生かします。 

 

このような希望を抱いているので、わたしたちは確信に満ちあふれてふるまっており、モーセが、消え去るべ

きものの最後をイスラエルの子らに見られまいとして、自分の顔に覆いを掛けたようなことはしません。しか

し、彼らの考えは鈍くなってしまいました。今日に至るまで、古い契約が読まれる際に、この覆いは除かれず

に掛かったままなのです。それはキリストにおいて取り除かれるものだからです。このため、今日に至るまで

モーセの書が読まれるときは、いつでも彼らの心には覆いが掛かっています。しかし、主の方に向き直れば、

覆いは取り去られます。ここでいう主とは、“霊”のことですが、主の霊のおられるところに自由があります。

わたしたちは皆、顔の覆いを除かれて、鏡のように主の栄光を映し出しながら、栄光から栄光へと、主と同じ

姿に造りかえられていきます。これは主の霊の働きによることです。』 

 

 

聖書⇒詩編 90編 11~12節（KH兄） 

『御怒りの力を誰が知りえましょうか。 

あなたを畏れ敬うにつれて／ 

あなたの憤りをも知ることでしょう。 

生涯の日を正しく数えるように教えてください。 

知恵ある心を得ることができますように。』 

 



聖書⇒ルカによる福音書 12章 15~21節 

『そして、一同に言われた。「どんな貪欲にも注意を払い、用心しなさい。有り余るほど物を持っていても、

人の命は財産によってどうすることもできないからである。」それから、イエスはたとえを話された。「ある金

持ちの畑が豊作だった。金持ちは、『どうしよう。作物をしまっておく場所がない』と思い巡らしたが、やが

て言った。『こうしよう。倉を壊して、もっと大きいのを建て、そこに穀物や財産をみなしまい、こう自分に

言ってやるのだ。「さあ、これから先何年も生きて行くだけの蓄えができたぞ。ひと休みして、食べたり飲ん

だりして楽しめ」と。』しかし神は、『愚かな者よ、今夜、お前の命は取り上げられる。お前が用意した物は、

いったいだれのものになるのか』と言われた。自分のために富を積んでも、神の前に豊かにならない者はこの

とおりだ。」』 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙２章 3~６節 

『わたしたちも皆、こういう者たちの中にいて、以前は肉の欲望の赴くままに生活し、肉や心の欲するままに

行動していたのであり、ほかの人々と同じように、生まれながら神の怒りを受けるべき者でした。しかし、憐

れみ豊かな神は、わたしたちをこの上なく愛してくださり、その愛によって、罪のために死んでいたわたした

ちをキリストと共に生かし、――あなたがたの救われたのは恵みによるのです――キリスト・イエスによって

共に復活させ、共に天の王座に着かせてくださいました。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒116番（旧 40番） 

『カルバリの丘』 

 

 

 

《讃美歌解説》 

 

 

礼拝讃美歌⇒127番（旧 211番）（ES姉） 

『十字架の許ぞ』 

 

 

 

《建徳要旨》 


